


　　

　　

UCHIKOCHIUCHIKOCHI 23

令和５年１０月１日に滋賀県産業支援プラザの理事長に就任致しました
高橋祥二郎でございます。何卒宜しくお願い申し上げます。

当プラザは地元産業の発展を支援するため、「がんばる企業を応援しま
す！」を合言葉に事業者の皆様が抱える様々な経営課題にしっかりと向き合
い、相談対応や専門家派遣等の経営支援を行っています。

具体的にはビジネスマッチング（商談会）等の販路開拓支援や産学官金
連携による新技術・新製品・新サービスの開発支援、そして事業立ち上げま
でをサポートする創業支援等を行っています。また一方で社会的課題である 
ＣＯ2ネットゼロへの取組支援や各種セミナー等の情報提供等県内全域を対
象地域として広範囲且つ多面的な支援に取り組んでおります。

さて現下の状況に目を向けますと、原材料高、円安、人手不足等により地元
中小企業を取り巻く経営環境は大変厳しい状況が続いております。これまで
以上にプラザが果たす役割、皆様からの期待は大きいものがあると考えています。プラザが強みとする「産官学金のネ
ットワーク」と「多種多様な経歴を有する相談員や専門家等」のフル活用等中小企業の皆様にしっかりと寄り添い、
企業の元気を生み出す支援拠点として信頼される組織を目指し、役職員一同一丸となって業務に取り組んで参ります。

今後ともプラザの活動に対しまして皆様方の一層のご理解とご支援を賜りますとともに、積極的にご活用頂きます
様お願い申し上げます。

問い合わせ先　滋賀県よろず支援拠点 yorozu@shigaplaza.or.jp077-511-1425

問い合わせ先　連携推進部 イノベーション推進課　 ino@shigaplaza.or.jp077-511-1414

県・北部エリアの事業者のあらゆる経営課題を解決する力強い味方
何度利用しても相談は無料！ 長浜ビジネスサポート協議会内に設置

ト ピ ッ ク ス & イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン １

滋賀県よろず支援拠点「長浜サテライト」 開設！

Go-Tech で新技術開発にチャレンジしませんか？

中小企業等のものづくり基盤技術やサービスの高度化のための支援を行う経済産業省の補助事業です。大学や公設の試験研
究機関等と連携し､滋賀発の先端技術で新事業創出にチャレンジしませんか。まずはお気軽に産業支援プラザまでご相談ください。

■3年間で上限9,750万円の補助を受けられます
研究開発に必要な機械設備の導入や試作開発に要する 
経費の補助を受けることができます。

■新たなネットワークの構築
大学や公設の試験研究機関等と共同体を構成することで、
技術開発に関した新たな人的ネットワークが広がります。

■人材の育成
プロジェクト推進にかかる様々な経験を通じて、関わるメン
バーの成長やモチベーション向上が期待できます。

■共同体の体制づくりをサポートします。

■提案内容のブラッシュアップをお手伝いします。

■申請書の作成をサポートをします。

■国への申請手続きを行います。

■採択後の事案管理や報告書の作成をサポートします。

■事業終了後も引き続きフォローアップを行います。

企業のメリット プラザによる支援

産業支援プラザは、令和３年度に の採択件数を獲得しています !全国1位（6/60件）

左：滋賀県産業支援プラザ 大道理事長（当時）
右：長浜ビジネスサポート協議会 大塚会長

中小企業・小規模事業者の経営上のあらゆる相談に応えるために、国
が設置した無料の経営相談所です。　拠点には、多様な分野に精通した
専門家が在籍し、事業者の声に親身に耳を傾け、抱えている悩みの本質
的な課題を明確化するとともに、適切な解決策を提案します。さらに、解
決策の提示にとどまらず、成果が出るまで寄り添いフォローアップします。

滋賀県よろず支援拠点とは

Go-Tech（ゴーテック / 成長型中小企業等研究開発支援事業）とは

名　称

場　所

電　話

開設日

業　務

運　営

滋賀県よろず支援拠点 長浜サテライト
〒526-0037
滋賀県長浜市高田町 12-34　長浜ビジネスサポート協議会内

週 1日（土日祝を除く）　10 時～17 時
※開設日は、滋賀県よろず支援拠点のホームページをご覧ください。

滋賀県よろず支援拠点
実施機関：公益財団法人滋賀県産業支援プラザ

0749-63-7333

県内中小企業者からの経営等に関する「あらゆる相談」

〈理事長就任のご挨拶〉

　　

地域の担い手となる新しい企業の育成と、日本経済を牽引する新しい産業の創出のためには、起業家マインドを持った人材を育成す
ることが重要です。そこで産業支援プラザでは、中学校や高等学校などからの要請に応じて、起業家教育への協力を行っています。

起業家マインドを持つ人材育成
～滋賀県教育委員会、大津商業高等学校、水口東中学校・高等学校で実施～

中学校・高等学校等の起業家教育への協力

大津商業高等学校での授業 水口東中学校・高等学校での講演会
滋賀県教育委員会

しがアントレプレナー育成プログラムの講師

問い合わせ先　経営支援部 創業支援課 in@shigaplaza.or.jp077-511-1412

産業支援プラザが起業家教育に取り組む理由

滋賀県産業支援プラザは、滋賀県学習情報提供システム
「学校支援メニュー」に登録し、起業家教育に協力しています。　

＜滋賀県学習情報提供システム＞
https://www.nionet.jp/

理事長　高
たか

橋
はし

 祥
しょうじ

二郎
ろう
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滋賀県プロフェッショナル人材戦略拠点　

技
術
と
し
て
他
の
工
場
で
の
大
量
生

産
へ
と
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
最
先
端

の
浅
井
工
場
は
、
プ
リ
ン
ト
基
板
の

実
装
と
量
産
製
造
を
行
う
、
床
面
積

約
１
万
㎡
を
有
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
で
す
。
ま
た
、
加
納
・
西

上
坂
工
場
は
Ｏ
Ａ
機
器
部
品
の
検
査

お
よ
び
半
導
体
生
産
装
置
の
組
立
を

行
っ
て
い
ま
す
。

─ 

電
子
部
品
を
扱
う
会
社
が
な
ぜ「
お

う
み
海
老
」の
養
殖
を
？

ソ
ー
ラ
ー
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
い
う
半

導
体
の
製
造
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

時
代
の
趨
勢
で
ソ
ー
ラ
ー
事
業
か
ら

の
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
を
埋
め
る
事
業
を
模
索
し

て
い
る
と
き
に
、
社
員
か
ら
の
提
案

や
得
意
先
と
の
ご
縁
で
「
バ
ナ
メ
イ

エ
ビ
」
の
陸
上
養
殖
事
業
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

「
エ
ビ
は
天
然
も
の
と
養
殖
も
の
、

ど
ち
ら
が
良
い
で
す
か
？
」
と
質
問

す
る
と
、大
半
の
方
が
「
天
然
も
の
！
」

と
答
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
食

の
安
全
・
安
心
の
面
か
ら
い
え
ば
必

ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
今

の
地
球
上
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
汚
染
物

質
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
海
も
し
か

り
。
そ
こ
で
我
々
が
考
え
た
の
が
、

こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
〝
徹
底
し
た
品

質
管
理
技
術
〟
で
完
全
に
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
さ
れ
た
人
工
海
水
を
作
り
、
そ

こ
で
エ
ビ
を
養
殖
す
る
と
い
う
方
法

で
す
。
伊
吹
山
系
の
深
層
帯
か
ら
湧

き
出
る
水
に
、
２
億
年
前
の
地
層
か

ら
抽
出
し
た
フ
ラ
ン
ス
産
岩
塩
を
混

ぜ
た
人
工
海
水
を
作
り
、
水
槽
の
水

を
循
環
さ
せ
て
水
質
を
良
好
に
保
ち
、

薬
品
を
一
切
投
与
し
な
い
安
全
性
の

高
い
環
境
下
で
エ
ビ
を
養
殖
し
ま
す
。

養
殖
時
に
で
た
窒
素
分
を
海
ぶ
ど
う

の
栽
培
に
使
用
し
て
き
れ
い
な
水
に

戻
し
、
エ
ビ
の
養
殖
に
再
利
用
す
る

と
い
う
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
方
法
で

育
っ
た
エ
ビ
は
「
お
う
み
海
老
」
と

名
付
け
、
県
内
は
も
と
よ
り
首
都
圏

へ
も
出
荷
し
て
い
ま
す
。

─ 

養
殖
事
業
で
県
や
産
業
支
援
プ
ラ

ザ
か
ら
受
け
た
支
援
は
？

県
の
令
和
４
年
度
「
滋※

１

賀
県
中
小

企
業
新
技
術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
補

助
金
」
で
「
バ
ナ
メ
イ
エ
ビ
養
殖
水

槽
の
可
視
化
技
術
開
発
」
が
採
択
さ

れ
、
水
質
浄
化
を
行
う
企
業

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
で
水
槽
の

水
の
濁
り
を
抑
制
す
る
装
置

を
開
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

養
殖
エ
ビ
の
販
路
開
拓
や
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
う
専
門

家
を
「
プ※

２

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材

戦
略
拠
点
」
で
紹
介
し
て
も
ら
い
、

伴
走
支
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
年
度
は
「
企※

３

業
の
Ｄ
Ｘ
推

進
補
助
金
」
で
、「
Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
る

陸
上
養
殖
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化
と
Ｄ

Ｘ
人
材
育
成
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

エ
ビ
の
短
期
育
成
に
は
、
最
適
な

タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
給
餌
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
水
温
等
の
各
種
デ
ー
タ

を
活
用
し
て
、
自
動
給
餌
機
を
作
動

さ
せ
る
た
め
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
習
得

し
た
人
材
が
必
要
で
、
今
、
人
材
の

育
成
に
立
命
館
大
学
の
指
導
を
受
け

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
育
成
し
た

人
材
は
も
ち
ろ
ん
自
社
の
Ｄ
Ｘ
の
推

進
に
必
要
で
す
が
、
他
企
業
の
Ｄ
Ｘ

の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
い
う
思
い
も

あ
り
ま
す
。

─ 

最
後
に
社
長
の
経
営
ポ
リ
シ
ー
は
？

「
お
か
げ
さ
ま
」
で
す
。
お
客
さ
ま

は
も
ち
ろ
ん
、
社
員
や
役
員
に
「
皆

さ
ん
の
お
か
げ
で
こ
こ
ま
で
来
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
」
と
い
う
思
い
を
常

に
忘
れ
ず
に
い
ま
す
。
そ
し
て
父
親

の
教
え
で
す
が
、「
お
前
が
経
営
す

る
会
社
は
お
前
以
上
に
は
な
ら
な
い
。

だ
か
ら
お
前
が
今
以
上
に
大
き
く
立

派
に
な
れ
」
で
す
。
一
人
で
は
何
も
で

き
ま
せ
ん
が
、「
お
か
げ
さ
ま
で
」
と

い
う
謙
虚
な
気
持
ち
を
常
に
持
っ
て

い
れ
ば
、
必
ず
多
く
の
人
が
周
り
に

集
ま
り
助
け
て
く
れ
、
そ
れ
に
よ
っ

て
弊
社
が
今
以
上
に
大
き
く
な
れ
る

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

─ 

会
社
の
沿
革
と
主
力
事
業
は
？

１
９
４
１
年
、
紡
績
・
繊
維
メ
ー

カ
ー
の
「
日
本
和
紡
絹
糸
製
品
株
式

会
社
」
と
し
て
創
業
し
ま
し
た
。
や

が
て
１
９
６
０
年
代
に
入
る
と
繊
維

業
界
に
不
況
の
影
が
覆
い
始
め
、
弊

社
も
例
に
漏
れ
ず
苦
難
に
喘
い
で
い

た
と
き
、
国
内
大
手
半
導
体
メ
ー
カ

ー
か
ら
半
導
体
ダ
イ
オ
ー
ド
の
製
造

を
持
ち
か
け
ら
れ
、
ダ
イ
オ
ー
ド
の

組
立
を
開
始
し
ま
し
た
。
１
９
６
９

年
に
「
ワ
ボ
ウ
電
子
株
式
会
社
」
と

改
称
し
、
電
子
機
器
業
界
へ
の
ス
タ

ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
型
電
子
計
算
機
の
組

立
や
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
メ
イ
ン
基
板
の
設

計
、
実
装
を
開
始
し
、
現
在
は
各
種

プ
リ
ン
ト
基
板
製
品
の
製
造
・
販
売
、

太
陽
光
発
電
セ
ル
の
販
売
・
施
工
、

電
子
部
品
の
製
造
な
ど
を
主
力
事
業

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
新

規
事
業
と
し
て
バ
ナ
メ
イ
エ
ビ
の
陸

上
養
殖
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

─ 
お
客
さ
ま
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る

点
、
強
み
は
？

品
質
と
原
価
と
納
期
を
追
求
し
て

世
界
一
の
品
質
を
実
現
し
て
い
る
点

が
評
価
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
弊
社
は
様
々
な
電
子
部
品
な
ど

の
製
造
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
培
わ
れ
た
も
の
は
、
徹
底
し
た
品

質
管
理
技
術
の
も
と
で
高
い
精
度
と

品
質
を
保
ち
な
が
ら
量
産
を
可
能
に

す
る
製
造
技
術
で
す
。
こ
の
点
は
他

社
の
追
随
を
許
さ
な
い
も
の
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

長
浜
市
内
に
本
社
工
場
、
浅
井
工

場
、
加
納
工
場
・
西
上
坂
工
場
、
そ
し

て
中
国
の
蘇
州
工
場
（
和
紡
電
子
有

限
公
司
）
を
有
し
て
い
ま
す
。
本
社
工

場
で
は
、
特
定
の
顧
客
に
対
応
す
る 

「
Ｎ
Ｐ
Ｉ
（
Ｎ
ｅ
ｗ 

Ｐ
ｒ
ｏ
ｄ
ｕ
ｃ
ｔ 

Ｉ
ｎ
ｔ
ｒ
ｏ
ｄ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
セ
ン

タ
ー
」
で
フ
リ
ッ
プ
チ
ッ
プ
実
装
等
の

高
密
度
実
装
技
術
を
必
要
と
す
る
設

計
、
試
作
な
ら
び
に
小
ロ
ッ
ト
生
産

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
ロ
ッ
ト

量
産
と
組
立
・
検
査
業
務
、
光
通
信

用
の
中
継
器
の
部
品
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
部

品
な
ど
多
種
多
様
な
ア
イ
テ
ム
を
製

造
し
て
い
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
弊

社
の
技
術
力
を
示
す
象
徴
的
存
在
で
、

こ
こ
で
検
証
さ
れ
た
技
術
は
量
産
化

代表取締役社長

月
つ き

ケ
が

瀬
せ

 義
よ し

雄
お

さん

元気企業
訪問

「
人
の
た
め
、
世
の
た
め
」
と
い
う
想
い
で
、
時
代
の
潮
流
に
乗
り
な
が
ら
人
や
社
会
の
役
に
立
つ
事
業
に
挑
戦
し
て
き
た

ワ
ボ
ウ
電
子
株
式
会
社
。
創
業
時
は
繊
維
事
業
を
通
じ
て
快
適
な
く
ら
し
を
届
け
、
時
を
経
て
プ
リ
ン
ト
基
板
や
半
導
体
の
製

造
、ソ
ー
ラ
ー
発
電
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
進
出
し
便
利
で
豊
か
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
。
そ
し
て
「
お
う
み
海
老
」
の
陸
上
養
殖
・

販
売
と
い
う
新
た
な
挑
戦
で
人
生
１
０
０
年
時
代
の
食
や
健
康
を
支
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

卓
越
し
た
品
質
管
理
技
術
と
製
造
技
術
が
高
評
価
。

大
手
電
気・電
子
機
器
メ
ー
カ
ー
か
ら
指
名
発
注

が
殺
到

ino@shigaplaza.or.jp
077-511-1414 077-511-1418 077-511-1429

問い合わせ先
（公財）滋賀県産業支援プラザ　連携推進部　イノベーション課 ※3 企業のＤＸ推進補助金

企業内業務を熟知する社員を、ＤＸを継続して推進できる「社内
ＤＸ人材」に育成・強化するため、ＩｏＴ機器やＡＩソフトウエア等の導
入補助と合わせて人材育成にも補助を行う事業

※1 滋賀県中小企業新技術開発プロジェクト補助金
中小企業等の技術開発を促進し、製品の高付加価値化、新分野
への進出、新産業の創造等に資する調査研究・研究開発・試作開
発の経費の一部を補助する事業

※2 プロフェッショナル人材戦略拠点
プロフェッショナル人材の活用による企業の経営革新の実施を
促すことで、中小企業者や小規模事業者の経営向上の取組を
支援する拠点

ワボウ電子
株式会社

浅井工場

＜ＰＲＯＦＩＬＥ＞
ワボウ電子株式会社
■代表者／代表取締役社長　月ケ瀬 義雄
■従業員／５９１名（２０２３年４月現在 中国工場除く）
■所在地／滋賀県長浜市平方町７３０（本社工場（ＮＰＩセンター））
■創　業／１９４１年
■事業内容／�プリント基板製造、太陽光発電セル加工、電子部品製造、精密機

械設計・製作および販売、エビの陸上養殖・販売
■Ｔ Ｅ Ｌ／０７４９-６３-５１００
■Ｕ Ｒ Ｌ／ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｗａｂｏ．ｃｏ．ｊｐ　ｈｔｔｐs：//ｗｗｗ．ｏｕｍｉｅｂｉ．ｊｐ/

s-pro＠shigaplaza.or.jp
077-511-1419

本社工場クリーンルーム

おうみ海老

海ぶどう
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元気企業
訪問

co2@shigaplaza.or.jp０７７-５１１-１４24 ０７７-５１１-１４１８

問い合わせ先
（公財）滋賀県産業支援プラザ　連携推進部　CO2ネットゼロ支援室

─ 

会
社
の
沿
革
と
事
業
内
容
は
？

１
９
４
６
年
、
山
崎
機
械
製
作
所

と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
当
初
は
大

阪
で
機
械
製
造
を
始
め
、
１
９
５
３

年
に
鍛
造
業
を
開
始
。
湖
南
工
業

団
地
に
滋
賀
工
場
を
建
設
し
た
の
が

１
９
６
９
年
。
そ
の
３
年
後
に
は
大

阪
工
場
を
滋
賀
に
全
面
移
転
さ
せ
ま

し
た
。
移
転
後
、
業
績
が
下
降
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
１
９
７
８
年
に
井
上

特
殊
鋼
株
式
会
社
と
資
本
提
携
を
結

び
ま
す
。
以
来
右
肩
上
が
り
に
転
じ
、

現
在
に
至
り
ま
す
。

社
名
に
つ
い
て
い
る
「
Ｉ
Ｓ
Ｓ
」

は
「
井
上
特
殊
鋼
（
イ
ノ
ウ
エ
・
ス

ペ
シ
ャ
ル
・
ス
チ
ー
ル
）」
の
頭
文
字
。

昨
年
か
ら
関
連
グ
ル
ー
プ
企
業
全
部

が
「
Ｉ
Ｓ
Ｓ
」
を
冠
す
る
社
名
に
変

更
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
内
に
は
鍛

造
品
を
製
造
す
る
我
々
の
ほ
か
、
ご

く
小
さ
な
機
械
部
品
を
つ
く
る
会
社

も
あ
れ
ば
商
社
も
あ
り
ま
す
。
Ｉ
Ｓ

Ｓ
山
崎
機
械
と
し
て
は
滋
賀
に
三
つ
、

高
知
に
二
つ
、
鍛
造
と
機
械
加
工
の

工
場
を
持
っ
て
い
る
ほ
か
、
ロ
ー
リ

ン
グ
鍛
造
を
行
う
Ｉ
Ｓ
Ｓ
富
士
鍛
と

密
接
に
連
携
し
て
い
ま
す
。

─ 

そ
も
そ
も
、
鍛
造
と
は
？

文
字
ど
お
り
「
鍛
え
て
造
る
」
製

法
で
す
。「
し
ば
し
も
休
ま
ず
槌
打

つ
響
き
」
で
始
ま
る
「
村
の
か
じ
や
」

と
い
う
歌
が
あ
り
ま
す

ね
。
鍛
冶
職
人
の
打
つ

槌
が
、
今
は
エ
ア
ス
タ

ン
プ
ハ
ン
マ
ー
に
な
っ

た
わ
け
で
す
。
鍛
造
は

他
の
製
法
よ
り
金
属
が

強
く
な
り
耐
衝
撃
性
が

増
し
ま
す
。
我
々
が
得

意
と
す
る
の
は
最
大
８

ト
ン
の
大
型
エ
ア
ス
タ

ン
プ
ハ
ン
マ
ー
に
よ
る

鍛
造
。
こ
の
ハ
ン
マ
ー

の
操
作
に
は
非
常
な
熟

練
を
要
し
ま
す
。日
々
、

研
究
開
発
と
技
術
革
新

を
重
ね
て
、
型
打
鍛
造

セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
は「
そ
れ
、鍛
造
化
し
ま
せ
ん
か
！
」

「
鍛
造
と
機
械
加
工
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
」を
合
言
葉
に

前
進
し
続
け
る
業
界
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

の
常
識
を
打
ち
破
る
品
質
の
製
品
を

生
産
し
て
い
ま
す
。

─ 

た
と
え
ば
、
ど
ん
な
製
品
？

型
打
鍛
造
業
界
市
場
は
だ
い
た
い

年
間
５
０
０
０
憶
円
規
模
で
、
う
ち

８
割
は
自
動
車
関
連
で
す
。
し
か
し

我
々
は
、
自
動
車
部
品
は
一
切
つ
く

ら
な
い
と
早
く
か
ら
決
め
ま
し
た
。

他
社
が
つ
く
ら
な
い
も
の
を
つ
く
る
、

こ
れ
が
山
崎
の
戦
略
で
す
。
生
産
品

は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
大
き
な

も
の
で
は
船
舶
部
品
や
橋
梁
部
品
で

す
ね
。

大
型
ク
ル
ー
ズ
船
や
タ
ン
カ
ー
な

ど
の
船
舶
部
品
は
勝
手
に
つ
く
っ
て

売
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
認
定
資

格
が
必
要
で
、
我
々
は
各
国
の
船
級

協
会
か
ら
認
定
資
格
を
取
っ
て
い
ま

す
。
例
を
挙
げ
る
と
英
国
ロ
イ
ド
船

級
協
会
か
ら
１
９
７
５
年
、
日
本
海

事
協
会
か
ら
１
９
８
６
年
に
取
得
し

て
い
ま
す
。

明
石
海
峡
大
橋
は
ご
存
じ
で
し
ょ

う
。
ハ
ン
ガ
ー
ソ
ケ
ッ
ト
と
い
っ
て
、

あ
の
吊
り
橋
を
吊
る
た
め
の
ケ
ー
ブ

ル
に
我
々
の
鍛
造
製
品
が
採
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
全
部
で
１
６
８
０
本
、

ず
ら
り
と
使
わ
れ
て
い
る
の
で
橋
を

通
る
と
き
は
ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ
い
。

─ 

顧
客
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る
点
は
？

金
属
製
品
は
鍛
造
す
る
こ
と
で
強

く
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
以
前
は
鋳

造
品
だ
っ
た
部
品
を
鍛
造
品
に
替
え

れ
ば
頑
丈
に
な
り
ま
す
。
先
述
し
た

明
石
海
峡
大
橋
の
ハ
ン
ガ
ー
ソ
ケ
ッ

ト
も
、
当
初
鋳
鋼
品
で
設
計
さ
れ
て

い
た
の
を
型
打
鍛
造
化
を
提
案
し
、

金
属
の
密
度
を
上
げ
サ
イ
ズ
ダ
ウ
ン

に
成
功
し
た
ん
で
す
。
こ
の
よ
う
に

我
々
は
、
従
来
の
鋳
造
品
を
「
そ
れ
、

鍛
造
化
し
ま
せ
ん
か
！
」
と
お
客
さ

ま
に
提
案
し
ま
す
。
半
信
半
疑
の
お

客
さ
ん
も
、
本
社
工
場
の
エ
ア
ス
タ

ン
プ
ハ
ン
マ
ー
や
機
械
加
工
設
備
を

見
て
納
得
し
、
納
品
さ
れ
た
鍛
造
製

品
に
満
足
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
荒
加

工
か
ら
高
精
度
加
工
ま
で
、
お
客
さ

ま
の
要
望
に
合
わ
せ
た
完
成
部
品
を

安
定
供
給
で
き
る
こ
と
が
高
く
評
価

さ
れ
、
信
頼
を
得
て
い
ま
す
。

─ 

産
業
支
援
プ
ラ
ザ
と
の
関
わ
り
は
？

省※

エ
ネ
等
伴
走
支
援
事
業
に
申
請

し
、
省
エ
ネ
最
適
化
診
断
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
本
社
工
場
は
一
棟

で
す
が
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
従
来
か
ら
省
エ
ネ
意

識
は
高
く
持
ち
、
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
第
三
者
の
目
か
ら
見
た
省

エ
ネ
の
効
果
を
診
断
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
た
の
で
す
。
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
セ
ン
タ
ー
の
専
門
家
に
よ
る
省
エ

ネ
最
適
化
診
断
報
告
書
を
受
け
取
れ

る
の
で
す
が
、
こ
れ
が
非
常
に
詳
し

く
、
効
果
や
問
題
点
を
は
っ
き
り
可

視
化
し
て
く
れ
る
も
の
で
し
た
。
省

エ
ネ
っ
て
何
を
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
、
と
思
っ
て
い
る
す
べ
て
の
製
造

業
の
会
社
に
お
す
す
め
し
ま
す
。

山
崎
の
結
果
は
Ａ
判
定
で
し
た
。
改

善
点
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
従
来

か
ら
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

や
、
機
械
の
炉
の
更
新
な
ど
設
備
投

資
に
関
わ
る
こ

と
な
の
で
、
今

す
ぐ
と
い
う
よ

り
今
後
の
長
期

計
画
に
組
み
入

れ
て
い
く
話
に

な
り
ま
す
。

─ 「
元
気
企
業
」

の
秘
訣
は
？

製
造
現
場
で

働
く
ス
タ
ッ
フ

は
全
員
、
正
社
員
で
す
。
こ
れ
、
意

外
と
製
造
業
で
は
珍
し
い
の
で
す
よ
。

事
務
や
食
堂
の
ス
タ
ッ
フ
に
は
パ
ー

ト
の
方
も
い
ま
す
が
、
工
場
で
働
く

人
は
全
員
が
正
社
員
。
社
会
保
険
が

万
全
で
あ
れ
ば
案
ず
る
こ
と
な
く
仕

事
に
没
頭
で
き
ま
す
か
ら
。
ま
た
、

あ
り
が
た
い
現
象
な
の
で
す
が
、
親

子
何
代
に
も
わ
た
っ
て
山
崎
で
働
く

家
族
が
多
い
ん
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
も
お
父
さ
ん
も
私
も
山
崎
、
と
い

う
ふ
う
に
。
変
な
職
場
だ
っ
た
ら
身

内
に
勧
め
た
り
し
ま
せ
ん
よ
。
し
っ

か
り
給
料
も
ら
え
て
安
心
し
て
働
け

る
か
ら
お
前
も
入
れ
、
そ
う
家
族
が

言
っ
た
か
ら
、
と
入
社
す
る
人
が
多

い
。
お
の
ず
と
社
内
の
親
密
度
が
高

く
な
り
、
活
気
に
あ
ふ
れ
ま
す
。

株式会社
ＩＳＳ山崎機械

常務取締役工場長

青
あ お

木
き

 隆
た か

宜
よ し

さん

＜ＰＲＯＦＩＬＥ＞
株式会社ＩＳＳ山崎機械
■代表者／代表取締役　井上 寿一
■従業員／２１５名（２０２３年８月末現在）
■所在地／滋賀県湖南市日枝町３-２（本社工場）
■創　業／１９４６年
■事業内容／型打鍛造品の製造、機械加工品の製造
■Ｔ Ｅ Ｌ／０７４８-７５-１１８７
■Ｕ Ｒ Ｌ／https://www.yamazaki-kikai.co.jp

※  省エネ等伴走支援事業（省エネ最適化診断）
専門家が訪問し、事業所全体のエネルギー使用状況を調査・分析し、
省エネ、再エネ設備の導入を助言・提案する事業

湖
南
工
業
団
地
の
広
い
空
に
エ
ア
ス
タ
ン
プ
ハ
ン
マ
ー
の
音
が
鳴
り
響
く
。

特
殊
鋼
の
鍛
造
で
は
業
界
随
一
と
い
え
る
技
術
力
を
誇
り
、
重
工
業
の
工
場
な

が
ら
「
社
員
が
明
る
く
元
気
」
「
誰
も
辞
め
な
い
」
と
業
界
の
み
な
ら
ず
近
隣

か
ら
も
大
き
な
信
頼
を
得
て
い
る
株
式
会
社
Ｉ
Ｓ
Ｓ
山
崎
機
械
。
鍛
造
の
常
識

を
は
る
か
に
超
え
る
品
質
を
誇
り
、
充
実
し
た
機
械
加
工
設
備
で
顧
客
の
要
求

を
も
超
え
、
満
足
を
勝
ち
取
る
。
長
年
の
蓄
積
と
、
し
な
や
か
で
強
い
鋼
の
よ

う
な
対
応
力
で
、
少
量
多
品
種
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
続
け
て
い
る
。

検査室

自社最大の8tエアスタンプハンマー

明石海峡大橋

所狭しと陳列された鍛造製品
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※１  専門家派遣事業
中小企業が経営革新・創業等を進める上で、浮上
してくる様々な問題を解決するために、民間の専
門家等を派遣し、診断・助言を実施する事業

※2  事業再構築補助金
中小企業等の新分野展開、業態転換、事業・業種転換、事業再編
またはこれらの取組を通じた規模の拡大等、事業再構築を支援
する補助金

株式会社
粋屋やす井

代表取締役

上
う え

田
だ

 健
け ん

一
い ち

郎
ろ う

さん

元気企業
訪問

─ 「
や
す
井
」
の
歴
史
と
事
業
承
継
の

い
き
さ
つ
は
？

「
や
す
井
」
の
「
井
」
は
井
伊
家

か
ら
賜
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
由
緒
あ
る
家
柄
の
「
や
す
井
」

が
料
亭
旅
館
を
創
業
し
た
の
が
明
治

２
年
。
以
来
、
料
亭
旅
館
の
ス
タ
イ

ル
を
崩
さ
ず
営
業
し
て
き
ま
し
た
。

私
の
父
も
叔
父
も
こ
の
「
や
す
井
」

で
結
婚
式
を
挙
げ
、
披
露
宴
も
執
り

行
い
ま
し
た
。
当
時
は
そ
れ
が
彦
根

市
民
の
ス
テ
ー
タ
ス
だ
っ
た
の
で
す

ね
。
幼
い
頃
か
ら
幾
度
も
話
を
聞
か

さ
れ
ま
し
た
。
彦
根
市
に
は
か
つ
て

こ
の
よ
う
な
料
亭
旅
館
が
い
く
つ
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
現
在
は
「
や

す
井
」
だ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

非
常
に
風
格
あ
る
建
築
と
庭
園
が

素
晴
し
い
「
や
す
井
」
は
、
絶
品
の

料
理
も
い
た
だ
け
る
と
あ
っ
て
、
現

在
も
な
お
、
記
念
の
祝
賀
会
や
法
事
、

同
窓
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
食
事
会
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
「
や
す
井
」
の
創
業
家
出
身

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
株
式
会
社
千
成

亭
風
土
と
い
う
食
肉
及
び
食
肉
加
工

品
の
製
造
販
売
・
飲
食
店
事
業
を
営

む
中
で
、
い
ず
れ
料
理
を
楽
し
め
る

宿
泊
施
設
を
開
業
し
た
い
と
考
え
て

い
た
と
こ
ろ
、
従
来
か
ら
お
取
引
が

あ
っ
た
「
や
す
井
」
を
承
継
す
る
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
熟
考
の
末

決
断
し
、
２
０
１
９
年
１０
月
に
正
式

に
事
業
承
継
し
ま
し
た
。

─ 

近
江
牛
の
ル
ー
ツ
は
？

近
江
牛
の
ル
ー
ツ
は
彦
根
で
す
。

江
戸
時
代
に
公
式
に
牛
の
屠
殺
を
認

め
た
藩
が
唯
一
、
彦
根
藩
な
の
で
す
。

武
具
や
陣
太
鼓
と
い
っ
た
戦
の
道
具

に
牛
革
が
有
用
な
た
め
、
譜
代
筆
頭

の
井
伊
家
の
認
可
を
得
た
と
い
う
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
食
肉
禁
制
の
時
代

で
し
た
が
、
江
戸
時
代
後
半
に
は
薬

食
い
と
し
て
食
肉
が
流
通
し
て
い
た

と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
滋

養
強
壮
の
効
果
を
期
待
し
て
薬
と
し

て
摂
取
し
た
よ
う
で
す
。
昔
は
冷
蔵

庫
が
な
い
の
で
肉
を
味
噌
漬
け
に
し

て
保
存
す
る
と
か
、
冬
は
寒
干
し
で

干
し
牛
肉
を
つ
く
っ
て
江
戸
の
将
軍

家
に
届
け
た
と
い
う
記
録
も
あ
り
ま

す
。 

不
況
に
も
コ
ロ
ナ
に
も
負
け
ず

風
格
あ
る
明
治
創
業
の
料
亭
旅
館
を

内
外
の
多
彩
な
顧
客
が
満
足
す
る

極
上
の
宿
に

─ 

宿
泊
客
、
利
用
客
か
ら
評
価
さ
れ

て
い
る
点
は
？

料
亭
旅
館
と
し
て
の
伝
統
を
守
り

続
け
て
お
り
、
料
理
の
ク
ォ
リ
テ
ィ

は
極
上
で
す
。
お
客
さ
ま
の
評
価
は

お
か
げ
さ
ま
で
上
々
で
す
が
、
９
割

が
料
理
を
褒
め
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。
当
館
の
厨
房
ス
タ
ッ
フ
は
料
理

長
以
下
第
一
級
の
腕
を
も
つ
料
理
人

た
ち
で
、
料
理
は
も
ち
ろ
ん
、
器
や

し
つ
ら
い
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

ま
す
。
料
理
の
演
出
に
添
え
る
草
花

も
料
理
人
た
ち
が
自
ら
山
野
を
歩
い

て
採
集
し
て
き
ま
す
。
各
部
屋
か
ら

望
め
る
庭
園
の
ふ
だ
ん
の
手
入
れ
を

し
て
い
る
の
も
料
理
長
で
す
。
ひ
と

つ
ひ
と
つ
の
仕
事
に
真
心
を
込
め
て

お
り
、
そ
れ
が
確
実
に
お
客
さ
ま
に

伝
わ
っ
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

外
国
か
ら
の
お
客
さ
ま
が
増
え
ま

し
た
が
、
以
前
か
ら
国
内
の
お
客
さ

ま
の
嗜
好
も
「
布
団
よ
り
ベ
ッ
ド
」

に
な
っ
て
お
り
、
伝
統
あ
る
純
和
風

の
宿
な
が
ら
ベ
ッ
ド
を
導
入
し
た
部

屋
を
増
や
し
ま
し
た
。
違
和
感
の
な

い
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
で
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。

─ 

産
業
支
援
プ
ラ
ザ
と
の
関
わ
り
は
？

「
や
す
井
」
の
事
業
承
継
に
あ
た
っ

て
、
飲
食
業
な
ら
心
得
の
あ
る
私
も

宿
泊
に
関
し
て
は
ま
っ
た
く
の
素
人
。

当
然
専
門
知
識
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

専※
１
門
家
派
遣
事
業
を
申
請
し
ま
し
た
。

派
遣
さ
れ
た
方
は
も
と
も
と
旅
行
社

に
勤
務
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
後
起
業

さ
れ
、
ホ
テ
ル
や
旅
館
を
対
象
に
し

た
観
光
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
営
ん

で
お
ら
れ
ま
す
。
な
お
か
つ
滋
賀
県

在
住
で
滋
賀
県
の
こ
と
を
非
常
に
よ

く
ご
存
じ
で
、
当
館
に
と
っ
て
は
願
っ

た
り
叶
っ
た
り
の
専
門
家
で
し
た
。

最
初
は
ま
ず
客
数
ア
ッ
プ
、
売
上

向
上
を
図
る
た
め
い
ろ
い
ろ
な
プ
ラ

ン
を
検
討
し
ま
し
た
。
各
種
展
示
会

や
商
談
会
へ
の
参
加
を
見
越
し
て
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
用
意
も
し
ま
し
た

が
、
運
悪
く
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
て

そ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
は
す
べ
て
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
外
部
環
境
の
変

化
に
左
右
さ
れ
や
す
い
業
界
で
す
が

〝
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
〟
と
捉
え
、
営

業
戦
略
と
同
時
に
始
め
て
い
た
社
員

教
育
に
注
力
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
旅
館
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
お
客
さ

ま
の
要
望
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
に

快
く
応
え
、
観
光
に
つ
い
て
の
質
問

に
も
答
え
ら
れ
る
よ
う
、
ガ
イ
ド
並

み
の
知
識
を
備
え
る
た
め
、
現
在
も

継
続
し
て
勉
強
に
励
ん
で
い
ま
す
。

─ 

専
門
家
派
遣
を
申
請
し
た
い
企
業

に
ア
ド
バ
イ
ス
を

当
館
の
場
合
、
事
業
承
継
し
た
私

が
宿
泊
に
関
し
て
心
許
な
か
っ
た
と

こ
ろ
に
、
そ
の
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
に
来
て
も
ら
っ
て
非
常
に
心
強
か

っ
た
の
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
な

か
な
か
思
う
よ
う
な
行
動
を
と
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
第
三
者
的
視
点
か

ら
も
ら
え
る
ア
ド
バ
イ
ス
は
た
い
へ

ん
貴
重
で
し
た
。
何
か
未
知
の
分
野

で
新
規
事
業
な
ど
を
計
画
さ
れ
て
い

る
の
な
ら
、
ぜ
ひ
産
業
支
援
プ
ラ
ザ

に
相
談
し
て
、
専
門
家
派
遣
を
依
頼

さ
れ
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
自
社

が
不
得
手
な
こ
と
、
未
着
手
の
分
野

を
は
っ
き
り
さ
せ
て
申
請
す
れ
ば
、
ぴ

っ
た
り
の
専
門
家
が
来
て
く
れ
ま
す
。

─ 

今
後
の
目
標
、
展
望
は
？

や
は
り
、
せ
っ
か
く
近
江
牛
と
い

う
素
材
を
主
力
商
品
に
し
て
い
ま
す

の
で
、
近
江
牛
を
も
っ
と
打
ち
出
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

回
、
事※

２

業
再
構
築
補
助
金
を
使
っ
て

鉄
板
焼
の
コ
ー
ナ
ー
を
３
部
屋
つ
く

り
ま
し
た
。
３
部
屋
３
様
の
内
装
デ

ザ
イ
ン
で
、
個
性
的
な
佇
ま
い
で
す
。

個
室
で
す
か
ら
、
ま
る
で
隠
れ
家
の

よ
う
な
気
分
を
味
わ
え
ま
す
。
近
江

牛
に
舌
鼓
を
打
ち
、
ゆ
っ
く
り
泊
ま

れ
る
、
そ
の
鉄
板
焼
コ
ー
ナ
ー
を
含

む
宿
泊
プ
ラ
ン
を
ど
し
ど
し
打
ち
出

し
て
い
き
、
客
数
ア
ッ
プ
を
図
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

keiei@shigaplaza.or.jp
077-511-1413 077-511-1418
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階
上
か
ら
は
国
宝
・
彦
根
城
を
望
む
こ
と
が
で
き
、
琵
琶
湖
に
も
ほ
ど
近
い
料
亭
旅
館

や
す
井
。
明
治
２
年
創
業
、
城
下
町
で
も
は
や
唯
一
と
な
っ
た
老
舗
は
彦
根
市
民
の
誇
り
。

彦
根
発
祥
の
「
近
江
牛
」
を
中
心
に
、
す
っ
ぽ
ん
や
鴨
、
小
鮎
な
ど
旬
の
食
材
を
贅
沢
に

使
っ
た
会
席
料
理
が
自
慢
の
伝
統
あ
る
料
亭
旅
館
を
上
田
氏
が
事
業
承
継
。
人
々
の
嗜
好

の
変
化
や
経
済
不
況
、
そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
と
、
続
く
困
難
に
立
ち
向
か
い
な
が
ら
、
い
っ
そ

う
愛
さ
れ
る
宿
へ
と
倦
ま
ず
弛
ま
ず
創
意
工
夫
を
続
け
て
い
る
。

４００坪の日本庭園に面し、
四季の自然を楽しむことが
できる高級料亭旅館
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積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
、
自

分
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
、
自
分
に
し

か
で
き
な
い
仕
事
を
徹
底
的
に
や
っ
て

み
た
か
っ
た
の
で
す
。
会
社
勤
め
で
な

く
な
れ
ば
、
定
年
な
ど
の
縛
り
も
な

く
思
い
き
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
と
。

創
業
の
３
年
前
か
ら
税
理
士
に
相
談

し
、
２
０
２
０
年
４
月
の
開
業
を
目
指

し
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

進
め
る
な
か
で
、
ど
こ
に
事
務
所

を
構
え
よ
う
か
と
い
ろ
い
ろ
探
し
た

と
こ
ろ
、
コ
ラ
ボ
し
が
２１
の
創
業
オ
フ

ィ
ス
に
思
い
至
り
、
起
業
の
４
か
月
ほ

ど
前
に
訪
ね
て
み
た
の
で
す
。
ビ
ジ
ネ

ス
の
信
頼
性
を
高
め
る
た
め
の
法
人

登
記
を
考
え
た
と
き
、「
創※

業
オ
フ
ィ

ス
」
は
登
記
が
で
き
る
点
が
魅
力
で
、

賃
料
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
。
即
座
に
入

居
審
査
の
た
め
の
事
業
計
画
書
を
つ

く
り
、
審
査
プ
レ
ゼ
ン
を
し
て
、
め
で

た
く
３
月
に
入
居
が
認
め
ら
れ
、
決

ま
り
ま
し
た
。
晴
れ
て
２
０
２
０
年
４

月
２
日
開
業
と
な
っ
た
の
で
す
。

―
未
来
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
株
式
会
社
の

特
徴
、
強
み
は
？

起
業
し
て
約
３
年
半
、
新
規
取
引

先
、
連
携
先
が
増
え
ま
し
た
。「
こ
の

イ
ベ
ン
ト
仕
切
っ
て
る

の
は
誰
で
す
か
」「
小
森

さ
ん
で
す
」「
ウ
チ
の
式
典
も
小
森
さ

ん
に
頼
み
た
い
」
と
仕
事
が
仕
事
を

呼
ん
で
、
名
指
し
で
の
依
頼
が
多
い

の
で
す
。

事
実
、
私
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し

て
手
配
業
務
を
ト
ー
タ
ル
で
取
り
仕

切
り
、
ま
た
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て

現
場
を
仕
切
り
ま
す
。
関
わ
っ
て
く
れ

る
他
社
の
ス
タ
ッ
フ
や
、
当
日
現
場
で

動
い
て
く
れ
る
メ
ン
バ
ー
は
、
私
が
そ

の
人
柄
や
技
量
を
信
頼
し
て
集
め
た

人
た
ち
で
す
。
成
果
物
と
し
て
の
催

事
は
、
私
「
小
森
」
の
采
配
な
し
で
は

実
現
し
な
い
の
で
す
か
ら
、「
ウ

チ
の
式
典
も
小
森
さ
ん
に
」
と

い
う
オ
ー
ダ
ー
が
来
る
わ
け
で

す
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
私
を
見

込
ん
で
も
ら
っ
て
の
依
頼
を
最

優
先
に
、
請
け
負
う
か
ど
う
か

を
決
め
て
い
ま
す
。

―
産
業
支
援
プ
ラ
ザ
と
の
関
わ

り
は
？

先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
起

業
の
４
か
月
ほ
ど
前
に
訪
問
し

ま
し
た
。
予
約
な
し
で
う
か

が
っ
た
の
に
、
親
身
に
な
っ
て

対
応
し
て
く
だ
さ
り
、
て
き
ぱ

き
と
手
続
き
を
進
め
て
も
ら
え

ま
し
た
。
現
在
は
、
コ
ラ
ボ
し

が
２１
の
４
階
に
あ
る
「
創※

業
オ

フ
ィ
ス
」
に
入
居
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
担
当
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
自
身
が
起

業
、経
営
、廃
業
を
経
験
さ
れ
て
お
り
、

ア
ド
バ
イ
ス
は
具
体
的
で
、
現
実
味

が
あ
り
ま
し
た
。
非
常
に
心
強
い
味

方
を
得
た
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
ね
。

―
産
業
支
援
プ
ラ
ザ
に
期
待
す
る
こ

と
は
？

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
お
そ
ら
く
私
の

本
気
度
を
測
っ
て
、
い
つ
い
つ
ま
で
に

こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
ば
２
月
に

審
査
プ
レ
ゼ
ン
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
早
け
れ
ば
３
月
に
は
入
居
で
き

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
よ
、
と
い
う

的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
だ
さ
っ
た
の

で
す
。
こ
の
さ
じ
加
減
は
す
ご
く
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。
コ
ラ
ボ
し
が
２１

に
来
て
い
る
人
み
ん
な
に
同
じ
、
均

等
な
対
応
で
は
な
く
、
そ
の
人
の
起

業
へ
の
真
剣
さ
や
確
か
な
熱
意
を
酌

ん
で
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
そ
の
時
の

そ
の
人
に
必
要
な
ア
ド
バ
イ
ス
で
背

中
を
押
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

―
起
業
を
目
指
す
人
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
起
業
自
体
は
誰
に
で
も
で
き
ま
す
。

難
し
い
の
は
、
自
分
の
つ
く
っ
た
会
社

か
ら
給
料
を
も
ら
い
続
け
る
こ
と
、

会
社
を
維
持
す
る
こ
と
で
す
。
退
路

を
断
っ
て
、
前
進
す
る
。
そ
の
時
に
モ

ノ
を
言
う
の
は
、
そ
れ
ま
で
に
築
い
た

人
脈
と
経
験
で
す
。
多
く
の
人
と
仕

事
を
し
、
多
く
の
経
験
を
積
ん
で
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
産
業
支
援
プ
ラ
ザ

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

―
今
後
の
展
望
は
？

定
年
リ
タ
イ
ア
し
た
シ
ニ
ア
層
を
中

心
に
チ
ー
ム
を
編
成
し
た
新
事
業
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
長
年
の
知
識
と

経
験
は
ま
だ
ま
だ
生
か
せ
る
は
ず
で

す
か
ら
、
面
白
い
こ
と
が
で
き
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ど
ん
な

事
業
・
イ
ベ
ン
ト
も
県
内
の
事
業
者
と

連
携
し
、
オ
ー
ル
滋
賀
で
臨
む
こ
と

を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
す
。
県
内
に

は
優
れ
た
技
術
者
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ソ
ン
が
い
く
ら
で
も
い
ま
す
か
ら
、
彼

ら
と
と
も
に
滋
賀
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
で
す
。

─
事
業
内
容
は
？

催
事
の
編
成
か
ら
チ
ラ
シ
な
ど
の

印
刷
・
デ
ザ
イ
ン
ま
で
、
多
種
多
様

な
制
作
業
務
を
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

依
頼
の
内
容
に
応
じ
て
必
要
な
メ
ン

バ
ー
を
集
め
て
制
作
し
ま
す
。
催
事

は
た
と
え
ば
周
年
式
典
や
受
章
式
典
、

何
か
の
記
念
大
会
な
ど
各
種
あ
り
ま

す
が
、
司
会
者
や
出
演
者
、
必
要
な

ら
警
備
ス
タ
ッ
フ
の
手
配
ま
で
ト
ー
タ

ル
な
制
作
を
行
い
ま
す
。
動
画
の
制

作
や
配
信
も
受
注
し
て
い
ま
す
。
制

作
す
る
動
画
は
、
催
事
内
で
上
映
さ

れ
る
も
の
や
、
研
修
用
動
画
、
動
画

サ
イ
ト
向
け
の
Ｐ
Ｒ
動
画
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
種

印
刷
物
―
―
名
刺
や
チ
ラ
シ
、
ポ
ス

タ
ー
、
小
冊
子
の
デ
ザ
イ
ン
制
作
も

行
い
ま
す
。
弊
社
は
び
わ
湖
放
送
の

正
規
広
告
代
理
店
で
す
。
Ｃ
Ｍ
制
作
・

放
映
も
請
け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
制
作
で
き
る
た
い
て
い
の
も
の
は

請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

―
な
ぜ
起
業
し
よ
う
と
？

５０
歳
に
な
っ
た
ら
独
立
し
て
開
業
し

よ
う
と
決
め
て
い
ま
し
た
。
地
元
の

び
わ
湖
放
送
の
制
作
部
で
番
組
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
と
し
て
１７
年
、
営
業
局
で
イ
ベ

ン
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
１０
年
仕

事
を
し
て
い
ま
し
て
、
自
分
の
中
に
蓄

＜ＰＲＯＦＩＬＥ＞
未来プロデュース株式会社
■代 表 者／代表取締役　小森 雅典
■所 在 地／滋賀県大津市打出浜２番１号　コラボしが２１　４階４０８号室 
■創　　業／２０２０年４月
■事業内容／プロデューサー・ディレクターが業務統括する制作会社
　　　　　　式典・イベント制作、動画制作・配信、各種手配業務、アドバイザリー業務
　　　　　　びわ湖放送広告代理店
■URL／https://mirai-pro.com/　※ＨＰからの問合せのみ受付

滋
賀
県
地
元
の
放
送
局
、
び
わ

湖
放
送
に
長
年
勤
務
し
、
番
組
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
と
し
て
腕
を
振
る
っ
た
の
ち
、

満
を
持
し
て
５０
歳
で
独
立
開
業
に

挑
ん
だ
小
森
さ
ん
。「
未
来
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
株
式
会
社
」
は
、
大
小
さ
ま

ざ
ま
な
式
典
や
講
演
会
、
展
示
会

な
ど
催
事
の
制
作
・
実
施
を
請
け

負
う
。
前
職
の
経
験
と
人
脈
を
フ

ル
活
用
し
、
起
業
後
に
得
た
縁
は

大
事
に
育
ん
で
、
次
そ
の
ま
た
次
の

仕
事
へ
と
つ
な
い
で
い
る
。

未来プロデュース株式会社
代表取締役 小

こ
森
も り

 雅
ま さ

典
の り

さん

※ 創業プラザ滋賀（創業オフィス）
インキュベーション・マネジャー等の専門家による各種支援を組み合わせて
継続的に支援を実施している。（４つの異なるインキュベーション施設があ
り、創業オフィスは新事業創出に挑戦する方向けのオフィス）in@shigaplaza.or.jp077-511-1412 077-511-1418

問い合わせ先
（公財）滋賀県産業支援プラザ　経営支援部　創業支援課

確かな人脈確かな人脈とと高い経験値高い経験値をもってをもって
起業するなら起業するなら必ず必ずうまくいく。うまくいく。
よい仕事がよい仕事が次の仕事次の仕事をを
連れてくる連れてくる青少年赤十字創設１００周年記念「滋賀県青少年赤十字大会」

２０２２年７月  （写真協力：日本赤十字社滋賀県支部）

びわ湖大花火大会　２０２３年８月

地場産業産地組合バーチャル展示　動画制作、
同事前打ち合わせの様子

（写真協力：滋賀県中小企業団体中央会）
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プ ラ ザ ゼ ミ ナ ー ル 第9回
Plaza Seminar

Ｉ
Ｐ
Ｏ
実
現
の
た
め
に
必
要
な
外
部
関
係
者
・

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
手
順
・
費
用
は
？

in@shigaplaza.or.jp keiei@shigaplaza.or.jp077-511-1412 077-511-1413

  資金調達だけでなく、
  知名度・信用度の向上、

人材確保につながる！

従
来
の
市
場
は
、
区
分
の
コ
ン
セ
プ
ト
が

曖
昧
で
、
多
く
の
投
資
者
に
と
っ
て
利
便
性

が
低
い
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
そ
の
役
割
を

十
分
に
果
た
せ
て
い
な
い
状
況
で
し
た
。

日
本
経
済
の
持
続
的
成
長
の
た
め
に
は
、

上
場
企
業
各
社
の
中
長
期
的
な
企
業
価
値

向
上
と
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
育
成
が
必
要

不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
、
東
証
の
株
式

市
場
は
２
０
２
２
年
４
月
に
再
編
さ
れ
、
コ

ン
セ
プ
ト
の
明
快
な
市
場
区
分
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
新
規
上
場
基
準
・
上
場
維

持
基
準
を
共
通
化
し
、
市
場
区
分
間
の
移
行

に
関
す
る
基
準
は
設
け
な
い
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

「
Ｉ
Ｐ
Ｏ
」
は
、
Ｉ
ｎ
ｉ
ｔ
ｉ
ａ
ｌ 

Ｐ
ｕ
ｂ
ｌ
ｉ
ｃ 

Ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
を
略
し
た
も
の
で
、

「
株
式
公
開
」
の
こ
と
。
株
式
会
社
が
オ
ー
ナ
ー
な
ど
少
数
の
株
主
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
、
株
式

譲
渡
が
制
限
さ
れ
て
い
る
状
態
（
未
公
開
）
か
ら
、
金
融
商
品
取
引
市
場
へ
の
上
場
に
よ
っ
て

不
特
定
多
数
の
株
主
に
所
有
さ
れ
、
自
由
に
売
買
で
き
る
状
態
（
公
開
）
に
な
る
こ
と
で
す
。

株
式
公
開
時
に
お
い
て
は
、
通
常
、
新
株
を
発
行
し
、
株
式
市
場
か
ら
新
た
な
資
金
調
達
を

行
う
「
公
募
増
資
」
や
既
存
株
主
が
保
有
株
式
を
売
却
す
る
「
売
出
し
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

上
場
す
れ
ば
企
業
の
信
用
度
は
高
ま
り
、
資
金
調
達
が
し
や
す
く
な
り
、
優
秀
な
人
材
の
確

保
に
も
つ
な
が
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方
、
不
特
定
多
数
の
投
資
家
か
ら
資
金
調
達
を

行
う
こ
と
か
ら
、
業
績
な
ど
企
業
情
報
を
開
示
す
る
義
務
が
生
じ
る
と
共
に
、
さ
ら
な
る
成
長

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

２
０
２
２
年
の
国
内
新
規
上
場
会
社
数
は
１
１
１
社
で
、
直
近

１０
年
間
で
は
２
番
目
に
高
い

水
準
に
、
ま
た
２
０
２
３
年
は
７
月
末
ま
で
に
６８
社
が
新
規
上
場
し
て
い
ま
す
。

国
内
の
上
場
企
業
数
、
約
４
０
０
０

社
の
う
ち
、
プ
ラ
イ
ム
に
上
場
し
て
い

る
の
は
２
０
０
０
社
未
満
。
上
場
企
業

と
言
う
と
大
規
模
で
雲
の
上
の
よ
う
な

存
在
と
捉
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
規
模
の
企
業
が
上
場
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
経
営
努
力
次
第
で
手
の
届

く
目
標
な
の
で
す
。

滋
賀
県
で
は
２
０
２
０
年
、
２
０
２
１

年
に
１
社
ず
つ
新
規
上
場
が
あ
り
、
県

内
の
上
場
企
業
は
１１
社
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
２
０
２
３
年
７
月
末
現
在
）

Ｉ
Ｐ
Ｏ
の
準
備
に
は
外
部
機
関
の
関
与
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
一
般
市
場
で
は
、
主
幹
事
証
券
会
社
（
上

場
準
備
を
サ
ポ
ー
ト
）、
監
査
法
人
、
株
式
事
務
代

行
機
関
（
上
場
後
の
株
主
管
理
者
。
主
に
信
託
銀
行
）

の
三
つ
で
す
。

上
場
準
備
と
し
て
申
請
直
前
２
期
間
の
監
査
証
明

が
必
要
で
す
。
手
順
と
し
て
は
、「
Ｉ
Ｐ
Ｏ
す
る
ぞ
！
」

と
決
め
た
段
階
で
、
監
査
法
人
の
シ
ョ
ー
ト
レ
ビ
ュ
ー

で
監
査
契
約
で
き
る
会
社
か
ど
う
か
、
事
前
チ
ェッ
ク

を
受
け
ま
す
。
こ
の
シ
ョ
ー
ト
レ
ビ
ュ
ー
に
至
る
ま
で

に
、
普
段
か
ら
つ
き
あ
い
の
あ
る
金
融
機
関
に
相
談
し

た
り
検
討
し
た
り
す
る
期
間
も
あ
る
で
し
ょ
う
か
ら
、

実
際
に
は
上
場
ま
で
に
３
～
５
年
程
度
か
か
り
ま
す
。

上
場
に
掛
か
る
費
用
は
、
企
業
の
規
模
（
売
上
高

や
業
態
等
）
に
よ

り
差
が
出
ま
す
の

で
一
概
に
は
言
え

ま
せ
ん
が
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ

経
営
者
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
結
果
に
よ
る

と
、
最
多
価
格
帯

は
４
０
０
０
万
円
～

６
０
０
０
万
円
で
し

た
。
６
割
の
経
営

者
が「
想
定
ど
お
り
」

と
答
え
て
い
ま
す
。

東
証
の
上
場
審
査
は
、
監
査
法
人
に
よ
る
会
計
監

査
や
主
幹
事
証
券
会
社
に
よ
る
公
開
指
導
、
引
受
審

査
等
を
経
た
の
ち
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
す
で
に
ハ
ー

ド
ル
を
幾
つ
も
越
え
た
あ
と
で
す
か
ら
、上
場
審
査
で

「
不
合
格
」
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
多

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

上
場
審
査
基
準
は
「
形
式
基
準
」
と
「
実
質
基
準
」

の
二
つ
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

形
式
基
準
は
そ
の
名
の
と
お
り
主
に
定
量
的
な
側

面
を
形
式
的
に
確
認
し
ま
す
。

実
質
基
準
は
、
主
に
定
性
的
な
側
面
（
数
値
化
で

き
な
い
部
分
）
を
確
認
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
プ
ラ

イ
ム
市
場
上
場
を
希
望
す
る
企
業
は
、「
企
業
の
継

続
性
及
び
収
益
性
」
に
お
い
て
「
安
定
的
か
つ
優
れ

た
収
益
基
盤
を
有
し
て
い
る
」
か
が
問
わ
れ
ま
す
。

日本取引所グループのホームページでは、「新規上場ガイドブック」
で審査基準、審査上の考え方、手続き等を詳しく解説しています。
また、上場会社トップインタビュー「創」
は、上場する企業の経営者の人柄や
魅力にフォーカスしています。ぜひホー
ムページよりお読みください。

株式会社東京証券取引所　
上場推進部　課長／大阪ＩＰＯセンター
小

こ
西
に し

　敦
つとむ

 さん

に解説していただきました。

最
近
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ
企
業
の
経
営
規
模
は
？

Ｉ
Ｐ
Ｏ
と
は

株
式
市
場
の
種
類
・
上
場
制
度
は
？

上
場
審
査
の
基
準
は
？

Ｑ	【上場前】に期待していた効果は何？
Ａ	 １位　知名度や信用度の向上
	 ２位　人材の確保
	 ３位　資金調達力の向上
Ｑ	【上場後】に実感している効果は？
Ａ	 １位　知名度や信用度の向上
	 ２位　人材の確保
	 ３位　社内管理体制の強化

《ＩＰＯ経営者の声》

《だから成功した！　ＩＰＯ》「早い段階から意識して土台を築いた」「基幹事業の成長を担保し、しっかりしたビジネスモデルを有した」
「経営者自身が揺るぎない決意で臨んだ」「上場に関して経験豊富な人材を確保した」「従業員に上場の意義を伝え、理解を促した」「思いきって不採算事業の整理を実施した」

《上場できてよかった！　ＩＰＯ》

「提携先企業や顧客からの信頼度が高まった」

「大手との取引が増えた」
「求職者の質・量が向上した」
「専門的人材を獲得しやすくなった」

「経営情報を可視化できるようになり、判断を行いやすく

なった」
「業務の標準化が進み、事業運営効率が上がった」

「資金調達の方法を多様化することができた」

「間接金融での条件が改善された」

《こうするべき！　ＩＰＯ》

「上場すると決めたらやり切る！強い意志を持って取り組

もう」
「事業拡大と社内管理体制の両輪で、経営を安定化させ

よう」
「主幹事証券会社の選定、また幹事証券会社や監査法人

とのコミュニケーションが重要」

「上場は目的やゴールではない。中長期的に会社を成長

させるために必要なプロセスということを全社で共有し

よう」
「いつか、ではなく、今、チャレンジしよう」

IPOとは？
資金調達以外の

メリットの効果を実
感している回答が
多数ありました。

問い合わせ先
（公財）滋賀県産業支援プラザ　経営支援部　創業支援課 経営支援部　経営相談室
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─ 

開
学
の
経
緯
は
？

１
９
７
０
年
代
、
全
国
的
に
医
師
不

足
が
深
刻
化
し
、
滋
賀
県
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
国
は
医
科

大
学
、
医
学
部
を
も
た
な
い
県
に
医

科
大
学
を
創
設
す
る
方
針
を
打
ち
出

し
、
滋
賀
県
も
強
く
要
望
し
て
滋
賀

医
科
大
学
開
学
に
至
り
ま
し
た
。
本

学
の
理
念
「
地
域
に
支
え
ら
れ
、
地

域
に
貢
献
し
、
世
界
に
羽
ば
た
く
大

学
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、
医
師
不
足

の
解
消
を
願
う
地
域
の
願
い
が
あ
っ
て

開
学
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
地
域
貢
献

が
き
わ
め
て
重
要
な
わ
け
で
す
。

─ 

大
学
の
使
命
は
？

滋
賀
県
の
医
療
を
責
任
も
っ
て
担

う
医
師
を
育
て
る
こ
と
が一番
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
す
。
地
域
医
療
を
充
実
さ

せ
る
た
め
に
は
、
多
く
の
優
れ
た
医

師
が
必
要
で
す
。
同
様
に
看
護
師
も

大
切
な
の
で
、
１
９
９
４
年
に
は
看
護

学
科
を
開
設
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

１
９
７
４
年
に
約
１
０
０
０
人
だ
っ
た

滋
賀
県
内
の
医
師
の
数
は
、
現
在
で

は
約
３
３
０
０
人
を
数
え
る
に
至
り

ま
し
た
。
滋
賀
県
内
に
多
く
の
卒
業

生
を
リ
ク
ル
ー
ト
し
、
地
域
医
療
の

担
い
手
と
し
て
教
育
・
指
導
す
る
こ

と
が
、
次
に
重
要
な
使
命
で
す
。

─ 

具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
に
医
師

を
育
成
し
て
い
る
？

地
域
医
療
の
担
い
手
で
あ
る
こ
と

を
、
我
々
は
一
番
の
教
育
方
針
と
し

て
掲
げ
て
い
ま
す
。
地
域
医
療
と
は

開
業
医
の
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
医
師
と
い
う
職
業
に
は
、
地
域

の
医
療
を
守
る
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な

立
場
が
あ
り
ま
す
。
本
学
で
は
そ
の

点
を
し
っ
か
り
と
ら
え
て
、
規
模
の
大

小
に
か
か
わ
ら
ず
県
内
の
病
院
、
診

療
所
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
、
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
研
鑽
を
積
む

こ
と
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。
２０
代
の

早
い
段
階
か
ら
地
域
住
民
に
近
い
現

場
で
医
療
行
為
の
実
際
を
学
び
、
患

者
さ
ん
が
主
役
で
あ
る
こ
と
を
肝
に

銘
じ
る
。
若
い
う
ち
に
経
験
す
る
こ

滋賀県のさまざまな中小企業支援機関を紹介する
「しがのミカタ」。
今回は、来年開学５０周年を迎える
国立大学法人滋賀医科大学を紹介します。

学長
上
う え

本
も と

 伸
し ん

二
じ
 さん

国立大学法人
滋賀医科大学

※ iKODE （医学（i）、工学（KO）、デザイン（DE）の組み合わせ）
滋賀医科大学としが医工連携ものづくりネットワークが連携した活動実績を活かし、医療ビジネスのイノ
ベーションにつながる起業家を育てるために、発想力を高めるデザイン思考と、医療ビジネスへの取組に
必要な知識やネットワーク構築をサポートするグローバルアントレプレナー育成プログラム

１
９
７
４
年
に
開
学
し
た
滋
賀
医
科
大
学
。
そ
れ
ま
で
医
療
過
疎
地
で
あ
っ
た
滋
賀
県
内
に
医
師
と
医
療
機
関

を
増
や
す
た
め
、
開
学
以
来
、
地
域
に
根
ざ
し
た
医
師
の
養
成
と
医
学
研
究
に
邁
進
し
て
き
ま
し
た
。
来
年
の
開

学
５０
周
年
に
向
け
て
、
地
域
住
民
、
企
業
も
巻
き
込
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
く
に
、国
立
大
学
法
人
と
な
っ
て
以
来
注
力
し
て
き
た
、産
学
連
携
、医
工
連
携
の
取
組
に
つ
い
て
、上
本
伸
二 

学
長
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

問い合わせ先　
国立大学法人滋賀医科大学　所在地／滋賀県大津市瀬田月輪町

URL https://www.shiga-med.ac.jp077-548-2111

と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

─ 

近
年
に
お
け
る
産
学
連
携
事
業

は
？産

学
連
携
と
は
文
字
ど
お
り
産
業

と
学
問
と
の
結
び
つ
き
で
す
か
ら
、

地
域
産
業
の
振
興
に
つ
な
が
り
、
地

域
貢
献
の
一
つ
の
形
で
あ
る
と
言
え

ま
す
。
国
か
ら
の
予
算
に
限
り
の
あ

る
現
在
、
産
学
連
携
は
、
大
学
か
ら

見
れ
ば
、
外
部
資
金
の
獲
得
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
活
発
に
産

学
連
携
に
よ
る
共
同
研
究
を
行
う
こ

と
は
、
ど
の
大
学
に
と
っ
て
も
非
常
に

重
要
で
す
。
本
学
も
、
医
薬
品
や
医

療
機
器
メ
ー
カ
ー
と
の
共
同
研
究
は

も
は
や
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

─ 

共
同
研
究
の
具
体
例
は
？

一
例
で
す
が
、
本
学
の
医
学
部
附

属
病
院
看
護
部
と
ニ
プ
ロ
株
式
会
社

の
共
同
研
究
に
基
づ
い
て
、
い
く
つ

か
の
ア
イ
デ
ア
を
製
品
化
す
る
こ
と

に
成
功
し
ま
し
た
。
実
際
の
医
療
現

場
で
、
看
護
師
た
ち
に
よ
る
「
こ
う

い
う
の
が
あ
っ
た
ら
い
い
の
に
な
」
と

い
う
ニ
ー
ズ
を
集
め
、
検
討
を
重
ね

て
研
究
し
た
も
の
で
す
。
２
０
１
５
年

に
は「
吸
引
カ
テ
ー
テ
ル
ホ
ル
ダ
ー
」、

２
０
１
６
年
に
は
「
排
液
チ
ュ
ー
ブ
キ

ャッ
プ
」
が
実
現
し
て
い
ま
す
。

─ 

産
業
支
援
プ
ラ
ザ
と
の
協
力
体
制

は
？　
ま
た
、
成
功
事
例
は
？

ち
ょ
う
ど
「
国
立
大
学
法
人
」
に

な
っ
た
２
０
０
４
年
、
文
部
科
学
省
の

公
募
事
業
「
都
市
エ
リ
ア
産
学
官
連

携
促
進
事
業
」
に
応
募
し
採
択
さ
れ

た
の
が
最
初
で
す
。
こ
の
時
の
中
核

機
関
が
産
業
支
援
プ
ラ
ザ
、
参
画
機

関
に
本
学
、
立
命
館
大
学
、
龍
谷
大

学
ほ
か
民
間
企
業
が
名
を
連
ね
、「
し

が
医
工
連
携
も
の
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、

県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
県
外
か
ら
も
参

画
企
業
が
あ
り
、
活
発
な
共
同
研
究

が
行
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

２
０
０
９
年
か
ら
の
研
究
成
果
最

適
展
開
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ａ
─

Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ
）
シ
ー
ズ
育
成
タ
イ
プ
、
そ
れ

に
続
く
２
０
１
４
年
に
は
、
医
工
連

携
に
特
化
し
た
「
ｉ※

Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
（
イ
コ

ー
デ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
文
部
科
学

省
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

育
成
促
進
事
業
に
採
択
さ
れ
、
複
数

の
大
学
、
企
業
と
共
同
で
研
究
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
成
果
の
一

例
と
し
て
、
Ａ
─

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
段
階
で
地

元
の
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
・
山
科
精

器
株
式
会
社
の
開
発
協
力
も
あ
り
、

直
視
下
手
術
用
マ
イ
ク
ロ
波
機
器
ア

ク
ロ
サ
ー
ジ
の
完
成
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
今
も
日
機
装
株
式
会

社
か
ら
当
製
品
の
販
売
が

続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
経

験
が
そ
の
後
の
鏡
視
下
手

術
用
マ
イ
ク
ロ
波
凝
固
切

断
器
具
な
ど
の
医
療
機
器

の
開
発
と
製
品
化
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
産
学
連
携

に
よ
る
こ
の
開
発
は
、
医

療
機
器
分
野
へ
の
マ
イ
ク
ロ

波
本
格
導
入
の
先
駆
け
と

し
て
高
く
評
価
さ
れ
、
当

時
研
究
を
主
導
し
た
谷
徹

特
別
教
授
の
グ
ル
ー
プ
は
、

２
０
２
２
年
４
月
、
文
部

科
学
大
臣
表
彰
科
学
技
術

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

─ 

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

５０
周
年
を
節
目
と
し
た
目
標
が
い

く
つ
か
あ
り
、
産
学
連
携
で
は
共
同

研
究
の
製
品
化
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
ま
で
に
６
点
が
製
品
化
さ
れ
、

目
標
達
成
に
向
け
て
着
実
に
成
果
を

上
げ
て
い
ま
す
。
知
財
関
係
で
は
、

特
許
収
入
を
６
年
間
で
倍
に
す
る
と

い
う
目
標
に
対
し
、
４
倍
も
の
実
績

を
上
げ
て
い
ま
す
。

冒
頭
で
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
優
れ

た
医
療
人
の
育
成
が
本
学
の
使
命
で

す
。
そ
の
た
め
に
学
内
の
環
境
整
備

を
こ
の
５０
年
の
節
目
で
行
い
た
い
と

思
っ
て
お
り
、具
体
的
に
は
学
生
食
堂
、

中
庭
、
同
窓
会
ラ
ウ
ン
ジ
の
リ
ニュ
ー

ア
ル
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
か
ら
来
年
に
か
け
て
、
地
域
の

皆
様
に
も
ご
参
加
い
た
だ
け
る
市
民

公
開
講
座
や
産
学
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
ま
す
。
公
開
講
座
は
「
滋

賀
医
大
お
う
み
巡
回
講
演
会
」
と
し

て
、
県
内
４
か
所
を
巡
回
し
、
本
学

の
教
員
が
わ
か
り
や
す
く
講
演
を
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
近
く
の
会
場
に
お

越
し
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

研研究究シシーーズズかかららののアアププロローーチチ

1

Ａｃｒｏｓｕｒｇ.（Ｓｃｉｓｓｏｒｓ）

マイクロ波手術支援機器

Ａｃｒｏｓｕｒｇ.（Tweezers）
Generator

鏡視下手術用（レボ）

直視下手術用（パーム）

開学５０周年記念事業

開学５０周年記念
市民公開講座参加者募集中！

※完成イメージは計画段階でのイメージのため、今後変更になる可能性があります。

文部科学大臣表彰科学技術賞を受賞した「マイクロ波手術支援機器」

同窓会スペースの新設

中庭リニューアル 学生食堂リニューアル

地
域
に
支
え
ら
れ
発
展
し
た
ア
カ
デ
ミ
ア
は

今
、
産
学
連
携
・
医
工
連
携
に
パ
ワ
ー
全
開

企
業
と
共
存
共
栄
で
地
域
社
会
に
貢
献
す
る

50 周年特設サイトはこち
らからご覧いただけます▶湖医会ラウンジ

さざなみガーデン SUMS キッチン

滋賀県内４カ所・計４回開催です。
たくさんのご参加をお待ちしています。
詳細はこちらをご覧ください▶



　　

スマートものづくりに向けた人材を育成し、改善を継続させる生産性の高い強くよい現場づくりを支援します。人材育成で現場力最大化！
しが産業生産性向上経営改善センターの取組

問い合わせ先　しが産業生産性向上経営改善センター mmic@shigaplaza.or.jp077-511-1423

〒５２０-０８０６ 滋賀県大津市打出浜２-１ コラボしが２１〈２階〉
TEL：０７７-５１１-１４１０（代表）　FAX：０７７-５１１-１４１８（共通）

【E-mail】info@shigaplaza.or.jp　【URL】https://www.shigaplaza.or.jp
■JR琵琶湖線（東海道線）「大津」駅より徒歩約20分、バス約7分、「膳所」駅より徒歩約15分
■京阪電鉄「石場」駅より徒歩約3分（JR膳所駅、JR石山駅乗り換え）（公財）滋賀県産業支援プラザは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

生産プロセス改革等を牽引する目、生産性向上を意識した経営マインドを醸成し、IoT 時代におけるビジネス構想や、
デザイン思考を活用した新規事業など、経営環境の変化に対応できる経営者を目指し、学びの場を提供します。

開催日：１１月８日（水）、１１月２２日（水）　場所：コラボしが21　
費用：ひとり2.2万円（税込）　募集期間：９月１５日（金）～１０月２０日（金）

経営者・幹部層向け講座（2日間コース）

企業ニーズに応じた改善手法やＩｏＴの基礎等を事業所内で学び、
時流にマッチした生産性向上に向けた若手人材を育成するために、

経験豊富なインストラクターを派遣します。
＜標準＞　１講座:３時間ｘ３回、費用：１１万円（税込）

出前人材育成講座（随時）
スマートものづくりに向けた改善活動を自主的に推進する
「生産性の高い現場をつくる」リーダーを育成します。

開催日：９月、１０月、１１月、１２月のうち８日間　場所：コラボしが21
※募集は終了しています。

現場管理者向け講座（8日間コース）

生産性向上ミニスクールなどの講義簡易版（動画）を
産業支援プラザのホームページで公開します。（視聴無料）

６講座（1講座：約10分）　https://www.shigaplaza.or.jp/mmic/#doga

生産性向上 web 配信スクール事業（動画）

しが産業生産性向上経営改善センター
Multi-industry Management Improvement Center for productivity

イベント＆セミナー案内2023年10月下旬～2024年3月
掲載内容は予定ですので変更になる場合があります。詳細は、
産業支援プラザのホームページまたはメールマガジンをご確
認ください。メールマガジンのお申し込みはこちらから▶︎

開催予定日 イベント・セミナー名／会場 概要／対象 担当課

2023年10月24日(火)

10月28日(土)
12月  2日（土）

11月16日(木)

11月29日(水)

11月29日(水)

11月29日(水)

12月7日（木）

 【対 面】12月  6日(水) 
【ｵﾝﾗｲﾝ】12月  7日(木)

～13日(水)

11月30日(木)

12月４日（月）

2024年2月  8日(木)

滋賀医科大学開学50周年記念 産学連携フォーラム
（主催：滋賀医科大学　協力：滋賀県産業支援プラザ）
◆会場：コラボしが21

チャレンジオンラインマルシェ
◆会場：オンラインバーチャルオフィス「oVice」

株式上場をめざすためのキックオフセミナー 
◆会場：コラボしが21

オープンイノベーション事例講演会 
◆会場：コラボしが21

プロ人材活用セミナー 
◆会場：コラボしが21

価格交渉・価格転嫁対策セミナー 
◆会場：滋賀中央信用金庫 彦根本部

出張相談会in彦根 
◆会場：滋賀中央信用金庫 彦根本部

岐阜・滋賀・三重「モノづくり商談会 in GIFU」 
◆会場：大垣フォーラムホテル

第１回医療機器開発セミナー 
◆会場：滋賀医科大学附属病院

ミカタプロジェクト第２回セミナー 
◆会場：コラボしが21

第２回オープンイノベーション推進シンポジウム 
◆会場：コラボしが21

滋賀医科大学の開学 50 周年を記念して、医工連携による医療機器開発の成果事例の
紹介と、同大学関係者との交流の場を提供します。

出店塾でオンラインマルシェ出店のノウハウを学んだ塾生が、出店に挑戦します。ぜ
ひこの機会にオンライマルシェを体験してください。

株式上場の傾向や現状について分かりやすく説明します。また体験談もお聞きいただけます。
◆対象：創業・起業して間もない方から中小企業まで

原材料価格やエネルギー費などのコストが上昇する中、価格交渉・価格転嫁に関わる
対策セミナーを開催します。
◆対象：滋賀県内の中小企業等

新たにビジネスをお考えの方、企業経営でお悩みの方のための相談会を開催します。
◆対象：滋賀県内の中小企業等

県内中小企業の今後の受注機会拡大と新規取引先開拓を図るため、県内外の発注企業
との新規取引のきっかけづくりとして、商談会を開催します。
◆対象：滋賀県内の中小企業等

新たな医療機器開発に意欲的な企業を対象とした、実践的な知識を学ぶセミナーです。
（テーマ：薬剤部業務の紹介と薬剤業務の見学）
◆対象：「しがオープンイノベーションフォーラム」会員

電動化により益々軽量化が求められる自動車部品。鉄、アルミ、樹脂それぞれの素材メ
ーカーの取組と、軽量化の最新動向について理解を深めるセミナーです。
◆対象：自動車部品のサプライヤー、EV 関連市場等への参入を検討している中小企業等

オープンイノベーションを通じて新技術や新製品の開発をリードする企業や講師により、
企業のイノベーションを後押しする講演会です。
◆対象：新しい事業分野への挑戦を検討されている方

発注企業と関西・四国・鳥取県の 11 府県の中小企業との新規取引を促進するため、
商談会を開催します。
◆対象：滋賀県内の中小企業等

身体的負担の軽減を図るアシストスーツの開発事例の紹介を通じて、オープンイノベー
ションによる新技術や新製品の創出について学びます。
◆対象：新しい事業分野への挑戦を検討されている方

３部構成（講演２部、パネルデスカッション）で開催します。
◆対象：滋賀県内の中小企業等

イノベーショ
ン推進課

イノベーショ
ン推進課

イノベーショ
ン推進課

イノベーショ
ン推進課

イノベーショ
ン推進課

創業
支援課

創業
支援課

販路
開拓課

販路
開拓課

販路
開拓課

経営
相談室

プロ人材
拠点

 【対 面】2月15日(木)、16日(金) 
【ｵﾝﾗｲﾝ】2月  1日(木)～ 2日(金)、
　　　　  5日(月)～ 8日(木)

2月27日（火） 副業人材活用セミナー＆相談会 
◆会場：コラボしが21

都市部大手企業人材の副業事例紹介＆個別相談会を行います。
◆対象：滋賀県内の中小企業等

プロ人材
拠点

関西・四国合同広域商談会 
◆会場：京都パルスプラザ
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